
浅

浜

堤

例

し、

沼
J、ミ

の

龍

良

明

瀬

浅
い
沼
べ
り
の
浜
堤

1 

浜
堤
は
、
波
浪
で
打
上
げ
ら
れ
た
砂
礁
が
、
波
浪
の
到
達
す
る
上
限
付
近
に
堆
積
し
た
高
ま
り
で
あ
る
。
本
論
で
浅
い
沼
と
は
、
水

深
数
メ
ー
ト
ル
以
浅
の
小
型
の
湖
沼
や
潟
で
あ
る
が
、
現
在
は
そ
の
一
部
ま
た
は
全
域
が
消
滅
し
た
も
の
も
含
ま
れ
る
。

ま
た
浅
い
沼
ベ
り
の
浜
堤
ハ
1
〉
と
は
、
八
郎
潟
ハ
2
)

で
い
え
ば
、

潟
と
日
本
海
と
の
聞
に
横
た
わ
る
大
型
浜
堤
(
ま
た
は
砂
州
で
、

砂、

浅い沼ベリの浜堤{JlJ

丘
が
の
る
)
で
な
く
、
八
郎
潟
の
東
岸
に
位
置
す
る
小
型
浜
堤
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
海
の
波
浪
が
直
接
押
し
上
げ
た
、
外
洋
性
の
浜

堤
で
は
な
く
、
は
る
か
に
小
さ
な
水
域
で
あ
る
八
郎
潟
の
波
浪
が
つ
く
っ
た
、
内
海
性
の
浜
堤
で
あ
る
。
形
成
期
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
外
洋
性
浜
堤
の
形
成
に
よ
る
潟
や
浅
い
沼
の
成
立
後
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
位
置
が
奥
地
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
外
洋
性
浜
堤
の

い
ず
れ
の
部
分
よ
り
も
早
期
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
海
側
の
浜
堤
ほ
ど
新
し
く
、
内
陸
側
の
部
分
ほ
ど
古
い
と
い
う
の

は
、
平
行
す
る
こ
列
以
上
の
外
洋
性
浜
堤
列
相
互
間
で
し
か
い
え
な
い
。

93 

こ
こ
で
次
の
付
言
を
許
し
て
頂
き
た
い
。
そ
れ
は
以
下
の
文
章
で
、
浅
い
沼
べ
り
の
浜
堤
と
し
た
も
の
の
う
ち
に
、
便
宜
上
.
砂
州
・
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砂
鳴
・
パ

1
リ
ア
な
ど
の
一
部
を
含
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
論
で
浜
堤
と
は
「
浜
堤
な
ど
」
の
意
味
と
解
し
て
頂
き
た
い
。

2 

歴
史
地
理
の
舞
台
と
し
て
浅
い
沼
べ
り
の
浜
堤
を
取
り
土
げ
る
の
は
、
古
来
、
そ
こ
が
集
落
と
主
要
交
通
路
な
ど
の
立
地
す
る
重
要

な
土
地
〈
3
〉
だ
か
ら
で
あ
る
。

特
に
古
い
時
代
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
浜
堤
は
、
外
洋
性
の
浜
堤
や
荒
涼
と
し
た
移
動
砂
丘
に
く
ら
べ
て
、

幾
つ
も
の
利
点
を
持
っ
て
い
た
。
土
地
利
用
に
つ
い
て
い
え
ば
、
土
質
は
周
囲
の
低
湿
地
が
泥
質
、
時
に
泥
炭
質
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

砂
質
ま
た
は
醸
質
土
で
あ
っ
て
、
排
水
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
し
か
し
浜
堤
の
比
高
は
一

1
二
メ
ー
ト
ル
、
ま
た
は
そ
れ
を
僅
か
に
超

え
る
程
度
の
微
高
地
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
畑
地
程
度
の
適
湿
性
を
備
え
て
い
る
。
浜
堤
の
多
く
は
、
潟
側
を
干
拓
な
ど
に
よ
る
新
し
い
水

田
、
内
陸
側
を
古
く
か
ら
の
湿
田
と
い
う
形
の
低
湿
地
で
は
さ
ま
れ
た
徴
高
地
で
あ
る
。
た
め
に
浜
堤
で
は
、
浅
く
て
豊
富
な
地
下
水
が

容
易
に
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
比
高
が
小
さ
い
と
い
つ
も
、
河
口
に
近
く
て
、
湛
水
型
洪
水
が
周
囲
の
低
湿
地
を
お
か
す
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
浜
堤
を
水
没
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
波
浪
が
外
洋
性
浜
堤
よ
り
著
し
く
小
さ
い
こ
と
も
大
き
な
利
点
で
あ
る
。

浅
い
沼
べ
り
の
浜
堤
例

前
節
で
限
定
し
た
よ
う
な
性
質
を
持
っ
た
浅
い
沼
べ
り
の
浜
堤
を
、
わ
た
く
し
が
意
識
的
に
検
討
し
始
め
た
の
は
ご
く
最
近
の
こ
と
で

あ
る

(

4

)

。
わ
た
く
し
に
と
っ
て
は
自
然
堤
防
と
の
つ
な
が
り
に
強
い
関
心
が
あ
る
の
だ
が
、

そ
れ
は
窮
極
の
目
標
と
し
て
残
置
し
、

当

面
の
課
題
を
、
浜
堤
そ
の
も
の
の
分
布
と
形
態
を
記
載
す
る
こ
と
に
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
多
少
と
も
現
地
踏
査
し
た
事
例
を
列
挙
す

る1 

津
軽
平
野
に
は
、
岩
木
川
河
口
部
の
右
岸
近
く
に
、
津
軽
半
島
の
丘
陵
部
を
背
に
し
た
南
北
方
向
の
浜
堤
が
長
く
連
な
る
。
浜
堤
の

前
面
(
西
側
)

に
あ
っ
た
沼
は
殆
ど
埋
積
さ
れ
て
い
る
(
図
1
1
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t 1Km '¥  

図 1 津軽平野北部の浜堤の分布 1965年籍瀬作製



2 

八
郎
潟
の
右
岸
に
は
、
二
列
の
浜
堤
が
北
の
八
竜
町
と
山
本
町
に
分
布
し
て
異
彩
を
放
ち
、
中
部
以
南
で
は
、
奥
羽
本
線
に
沿
っ
て

96 

比
較
的
長
大
な
浜
堤
が
南
北
方
向
に
配
列
す
る
。

3 

新
潟
平
野
(
5
t
6
〉
で
は
新
発
田
市
を
は
さ
ん
で
、
二
つ
の
浅
い
沼
が
南
北
に
位
置
し
、
両
者
の
東
べ
り
に
浜
堤
が
立
地
す
る
。
北
の

も
の
は
、
江
戸
時
代
の
干
拓
で
消
滅
し
た
旧
紫
雲
寺
潟
に
沿
い
、
南
の
も
の
は
、
水
域
の
半
ば
以
上
を
最
近
の
干
拓
で
失
っ
た
福
島
潟
に

沿
っ
て
い
る
。

福
島
潟
の
東
岸
(
図
2
)
に
は
豊
浦
町
乗
廻
か
ら
轟
・
新
川
・
天
王
・
中
通
、
笹
神
村
地
先
・
飯
山
新
・
上
高
田
の
諸
集
落
を
の
せ
る

微
高
地
を
天
王
浜
堤

(

7

)

と
仮
称
す
る
(
図
3
の
A
1
B
)
。
こ
れ
は
浜
堤
で
あ
っ
て
自
然
堤
防
で
な
い
こ
と
は
堆
積
物
の
組
成
で
区
別
さ

J JJ 函 2

品福島潟ベり
1 : 2.5万天王
明治44年
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図 3 (右上) 天王浜堤の環
境 A:天王小学校 B: 
上高田(以上浜堤) C :上
飯塚 D:吉浦北方(以上
自然堤防 E:新潟港砂
丘(寵瀬原図)

図 4 (右下) 天王浜堤の地
形 1: 2500地形図 1977年7
月豊浦町発行地図。この地図の
等高線と標高から南北方向の高
まりが初めて立証された。

図 5 (左上) 粒径累加曲線
寵瀬採取山路(日大博士
課程)測定天王:図 7A
点上飯塚:笹神村かみや
ま駅北方太郎代:新潟東
港南岸 (A・C'Eは図 2
の位置)

図 6 (左下) 天王浜堤の地
形断面図高さを25倍に強 B ・
調。1.2は砂磯， 3.4は泥。 J 郎
図3より籍瀬作製 l 
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海

本
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自然堤防

士也

砂丘

扇状地

旧紫雲寺潟べりの浜堤新旧の地形図，現市町村発行 1 1万地図，古

地図，土壌図，空中写真をもとに現地踏査により作製寵瀬

山田
鱗
万
一
図 7

国

1
中

新
行
空

橋
発
'

高
町
図
製

リ
潟
画
作

べ
大
計
瀬

潟

市

寵

大
堤
都
り

旧

浜

よ
の
∞
に

8
近
お
真

図
付
:
写

~ fkm. -z 

旧大潟べりの浜堤の分布 1: 2.5万新旧

の地形図潟町，格子は山地・砂丘空中写

真と現地踏査により寵瀬作製

図 9



れ
る
(
図
5
)
。
天
王
浜
堤
は
両
側
低
湿
地
よ
り
最
高
三
メ
ー
ト
ル
の
比
高
を
示
す
(
図
4
・
6
)
。

紫
雲
寺
潟
(
8
〉
は
越
後
砂
丘
と
背
後
山
地
聞
の
凹
地
が
胎
内
川
扇
状
地
・
加
治
川
自
然
堤
防
帯
で
南
北
を
ふ
さ
が
れ
て
い
た
水
域
で
あ

る
。
加
治
川
村
大
野
・
戸
野
港
・
岡
島
・
金
塚
・
相
馬
の
集
落
を
の
せ
る
微
高
地
列
が
浜
堤
で
あ
る
。
浜
堤
が
紫
雲
寺
潟
の
北
側
に
存
在

し
な
い
の
は
、
胎
内
川
扇
状
地
の
圧
盛
な
堆
積
物
が
微
高
地
(
浜
堤
)

の
背
後
低
地
を
埋
積
し
て
、
湖
岸
に
平
行
す
る
堤
状
地
形
を
消
す

か
ら
で
あ
る
。
南
側
で
は
加
治
川
自
然
堤
防
が
同
じ
よ
う
に
機
能
す
る
(
図
7
)
0

鎧
潟
お
よ
び
新
潟
市
の
鳥
屋
野
潟
に
浜
堤
は
な
い
。
山
地
か
ら
離
れ
て
い
て
浜
堤
の
材
料
と
な
る
砂
操
層
が
供
給
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ

る。4 

高
田
平
野
に
は
、
大
潟
町
そ
の
他
に
属
す
る
旧
大
潟
ハ

9
~
9べ
り
に
浜
堤
が
半
円
形
に
連
な
る
(
図
8
・
9
)
。

石
川
県
で
は
、
巴
知
潟
の
東
端
に
、

金
丸
出
・
大
町
付
近
に
極
め
て
軽
微
な
浜
堤
丘
〉
が
あ
る
が
、

特
記
す
る
ほ
ど
の
形
態
を
示
さ
な

ぃ
。
日
本
海
岸
に
は
、
以
上
列
挙
し
た
ほ
か
に
は
、

い
ま
の
と
こ
ろ
顕
著
な
も
の
が
見
出
せ
な
い
。

但
し
外
洋
性
浜
堤
と
砂
丘
の
ほ
う
は
、
天
塩
川
の
河
口
部
か
ら
北
九
州
ま
で
の
砂
浜
海
岸
に
広
く
分
布
す
る
が
、
こ
の
ほ
う
は
初
め
に

浅い沼ベリの浜堤例

断
っ
た
よ
う
に
論
外
で
あ
る
。
多
く
の
浜
堤
を
連
ね
る
琵
琶
湖
は
、
浅
い
沼
と
い
う
範
ち
ゅ
う
か
ら
同
じ
く
除
外
し
た
。

5 

太
平
洋
岸
で
は
霞
ヶ
浦
・
北
浦
岸
に
浜
堤
な
ら
び
に
類
似
の
微
地
形
が
分
布
す
る
白
、
口
、

u
y
千
葉
県
栄
町
以
下
の
利
根
川
下
流
部

に
は
、
利
根
川
に
平
行
す
る
同
種
の
地
形
が
連
な
る
が
、
津
軽
平
野
の
事
例
に
似
て
、
利
根
(
鬼
怒
)
川
に
よ
る
埋
積
の
結
果
、
平
野
の

内
部
に
地
形
的
位
置
を
変
え
て
い
る
。

諏
訪
湖
の
東
岸
に
分
布
す
る
徴
高
地
に
つ
い
て
は
検
討
が
済
ん
で
い
な
い
。

99 
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図10 津軽平野北部中里

町今泉一本道が浜

堤 1 : 2.5万中里

図11 藤枝浜堤の位置

蒔田一沢部は金木川

右岸自然堤防 1 

2.5万金木・中里



津
軽
平
野
北
部
の
浜
堤
列

津
軽
平
野
の
北
部
地
域
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
は
、
十
三
湖
に
続
く
沼
沢
地
と
低
湿
地
を
多
く
残
し
た
、
排
水
不
良
な
水
田
地
帯

で
あ
っ
た
。
集
落
の
多
く
は
、
今
日
も
津
軽
山
地
の
麓
線
に
位
置
す
る
が
、
更
に
注
意
し
て
み
る
と
、
中
里
町
今
泉
・
薄
市
・
上
高
根
・

尾
別
・
大
沢
内
並
び
に
金
木
町
藤
枝
の
集
落
は
、

そ
れ
ぞ
れ
南
北
方
向
の
浜
堤
上
を
占
め
る

SUO
集
落
位
置
と
し
て
は
前
面
(
西
方
)

と
背
面
東
方
に
水
田
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
・
浜
堤
の
高
燥
性
が
享
受
で
き
る
利
益
が
あ
る
(
図

1
1

浜
堤
と
し
て
一
括
し
た
微
高
地
は
、
津
軽
山
地
を
刻
ん
だ
小
谷
が
溺
谷
と
な
っ
て
い
た
縄
文
海
浸
時
の
湾
口
砂
州
が
、
そ
の
後
の
海
退

と
延
長
河
川
岩
木
川
に
よ
る
埋
積
に
よ
っ
て
平
野
の
内
部
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
(
図
凶
)
0

藤
枝
浜
堤
(
仮
称
)
は
高
度
約
四
メ
ー
ト
ル
で
、
十
三
湖
岸
よ
り
約
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
奥
地
に
位
置
す
る
。
そ
の
方
向
は
他
の
五

つ
の
浜
堤
と
同
じ
く
南
北
で
あ
る
。
し
か
し
藤
枝
浜
堤
に
は
、
そ
の
長
さ
が
一
・
六
キ
ロ
に
も
達
す
る
こ
と
、
全
く
の
直
線
状
を
な
す
こ

と
、
浜
堤
の
前
面
(
西
側
)
を
限
る
比
高
一
メ
ー
ト
ル
の
、
南
北
の
崖
線
が
全
く
の
一
直
線
状
で
あ
る
こ
と
、
構
成
物
質
が
良
く
円
磨
さ

浅い沼ベリの浜堤例

れ
た
径
三
セ
シ
チ
大
の
、
局
平
な
円
諜
ま
じ
り
の
砂
層
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
更
に
湾
口
す
な
わ
ち
海
岸
線
か
ら
五

O
O
メ
l
ト

ル
ほ
ど
離
れ
た
水
域
で
つ
く
ら
れ
た
、
沿
岸
州
状
の
位
置
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
微
高
地
の
届
平
礁
は
、
津
軽
山
地
か
ら

金
木
川
な
ど
の
小
流
が
放
出
し
た
砂
礁
に
起
因
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
場
合
、
金
木
川
な
ど
の
自
然
堤
防
が
、
沼
の
沖
合
へ
向

か
つ
て
畏
く
突
き
出
し
た
後
、
西
風
の
波
浪
で
方
向
を
南
北
に
変
更
さ
せ
ら
れ
た
と
解
す
べ
き
か
。
そ
れ
と
も
普
通
の
考
え
に
従
っ
て
、

沼
に
流
入
し
た
砂
礁
が
一
旦
沖
浜
帯
(
砕
波
線
よ
り
も
沖
合
)
に
定
着
し
た
後
、
砕
波
に
よ
っ
て
改
め
て
打
上
げ
ら
れ
た
と
す
る
か
で
あ

101 

る
。
円
礁
の
扇
平
度
か
ら
は
後
の
考
え
が
ふ
さ
わ
し
い
が
、
前
の
ほ
う
の
考
え
方
を
も
加
味
し
た
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
あ
た
り
の
岩
木
川
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本
流
沿
い
の
自
然
堤
防
が
、
そ
の
直
上
部
で
流
入
す
る
、
支
流
金
木
川
の
砂
礁
層
か
ら
連
続
す
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
て
お
き
た
い
か
ら

で
あ
る
(
図
日
)
。

四

八
郎
潟
岸
の
浜
堤
列

八
竜
町
萱
刈
沢
付
近
に
は
、

八
郎
潟
の
北
の
延
長
と
み
ら
れ
る
低
地
帯
を
横
切
る
二
列
の
浜
堤
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
、
萱
刈
沢
浜
堤
は

東
端
が
洪
積
台
地
、
西
端
が
日
本
海
岸
砂
丘
帯
に
接
触
す
る
。
浜
堤
は
円
礁
の
多
い
砂
礁
堤
で
、
沼
側
と
の
比
高
約
四
メ
ー
ト
ル
、
背
後

の
凹
地
と
の
比
高
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
凹
地
の
西
半
分
は
泥
炭
・
黒
泥
土
の
典
型
的
な
湿
地
で
あ
る
。
凹
地
の
東
半
分
は
台
地
側
か
ら

の
土
砂
で
埋
積
さ
れ
て
い
る
。
浜
堤
は
幅
五

0
メ
ー
ト
ル
で
、
近
年
揚
水
に
よ
る
開
田
が
進
ん
で
い
る
が
、
集
落
は
全
く
の
っ
て
い
な

L 、
O 

浜
田
浜
堤
は
比
高
二
メ
ー
ト
ル
の
低
平
な
砂
泥
堤
で
、
浜
田
の
集
落
を
の
せ
て
い
る
。
成
図
的
に
は
萱
刈
沢
浜
堤
が
湾
央
礁
州
で
あ

り
、
浜
田
浜
堤
は
前
者
よ
り
も
新
し
い
時
期
に
、
砂
丘
側
か
ら
東
方
へ
延
び
た
砂
鳴
に
近
い
。

八
竜
町
内
田
付
近
と
山
本
町
安
戸
六
付
近
と
の
聞
に
、
互
い
に
平
行
す
る
こ
列
の
浜
堤
が
あ
る
。
浜
堤
上
に
の
る
集
落
名
を
冠
し
て
、

内
側
の
微
高
地
列
を
昼
寝
浜
堤
、
八
郎
潟
側
の
も
の
を
川
尻
浜
堤
と
仮
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
両
浜
堤
間
お
よ
び
昼
寝
浜
堤
の
背
後
は
厚

さ
一

t
二
メ
ー
ト
ル
の
泥
炭
・
黒
泥
土
を
の
せ
る
凹
地
で
、
最
近
ま
で
沼
と
沼
沢
地
を
残
し
て
い
た
。
泥
炭
中
に
は
多
量
の
木
片
が
含
ま

れ
る
。
昭
和
五
四
年
四
月
二

O
日
採
取
し
た
木
片
を
、
東
京
大
学
農
学
部
森
林
植
物
学
教
室
鈴
木
三
男
博
士
の
鑑
定
を
わ
ず
ら
わ
し
、
次

の
結
果
を
得
た
。
こ
こ
に
同
博
士
に
深
く
感
謝
す
る
。

鑑
定
結
果
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図12 昼寝・川尻両浜

堤の位置 1: 2.5万

森岳・鹿渡

図13 昼寝・川l尻両浜

堤の地形国土基本

図・空中写真・土壌

図に現地踏査と試掘

により策瀬作製

????zuq 町~
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後
背
湿
地

炭

泥
炭
(
燦
・
木
片
)

粘
土
(
木
片
)

泥

砂
(
黒

粘
土

中
磯
混
砂

砂
(
褐
)

。

-1 

-2 

-3 

-4 

堤

~山地・丘陵・台地・砂丘

青
灰
色
砂

地図，

O E?km 

八郎潟東側の浜堤の分布主として 1: 2500 

土壌図をもとに現地踏査により龍瀬作製

Q 5g0m 

図14

図16 昼寝浜堤とそ

の後背湿地の地質Z
地下水面は -85cm

昭54・7・28 日大

院・学生協力作製

寵瀬作製右は昼寝浜堤浜堤の地形断面図図15
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池溜告

i局河道跡

町
山:f!k・台地田

1 : 2500地図・空中写真・土壌図に八郎潟町の浜堤と溜池の地形

現地踏査を加え龍瀬作製

図17

ハ
ン
ノ
キ
属
一
種
〉
E
g
ω
司
・
(
カ
パ
ノ
木
科
)
特
に
ハ
ン
ノ
キ

とロ
g
y
-
u
o
E
S
(同，
E
与
・
)
笠
宮
仏
・
の
根
部
で
あ
る
可
能
性
が
高

い。

i
l中
略
|
|
木
片
で
、
非
常
に
新
し
い
も
の

(otgc年
位
)

で
あ
る
。
|
|
後
略
|
|

以
上
の
結
果
か
ら
昼
寝
浜
堤
背
後
の
泥
炭
地
は
、

ハ
ン
ノ
キ
な

ど
を
生
育
さ
せ
る
程
度
の
湿
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

浜
堤
が
い
つ
つ
く
ら
れ
た
か
を
決
定
す
る
資
料
は
ま
だ
得
て
い
な

L 、。
同
年
七
月
二
日
再
度
現
地
調
査
を
行
な
っ
た
。
現
地
山
本
町
役

場
、
と
く
に
工
藤
春
信
氏
の
協
力
を
得
た
こ
と
を
明
記
し
、
深
く

感
謝
す
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
に
従
事
し
た
の
は
日
本
大
学
大
学
院
博

士
課
程
地
理
学
の
田
野
宏
・
鈴
木
正
章
・
菊
池
泰
男
並
び
に
地
理

学
科
四
年
生
・
二
年
生
学
生
諸
君
で
あ
る
。

昼
寝
浜
堤
自
体
は
後
背
湿
地
の
最
低
所
よ
り
は
二
メ
ー
ト
ル
高

く
、
表
層
五

0
セ
ン
チ
は
黒
土
ま
じ
り
砂
、
そ
の
下
層
五

0
セ
ン

チ
は
褐
色
砂
、
そ
れ
以
下
回

0
セ
ン
チ
は
粘
土
層
で
、
そ
の
下
層

は
醸
ま
じ
り
砂
層
と
な
る
。
浜
堤
地
下
水
面
は
地
表
か
ら
八
五
セ

γ
チ
と
浅
い
。
水
質
が
良
く
、
住
民
は
飲
料
水
と
し
て
い
る
。
昼
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寝
浜
堤
は
東
端
ほ
ど
高
度
を
減
じ
て
、
安
戸
六
に
至
っ
て
消
失
す
る
。

昼
寝
・
川
尻
両
浜
堤
聞
の
凹
地
も
泥
炭
・
黒
泥
土
の
低
湿
地
で
、
現
在
も
排
水
の
悪
い
水
田
で
あ
る
。
川
尻
浜
堤
の
前
面
す
な
わ
ち
八

郎
潟
側
は
砂
質
土
で
あ
っ
て
泥
炭
・
黒
泥
土
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
八
郎
潟
東
岸
一
帯
に
共
通
す
る
現
象
で
あ
る
。
川
尻
浜
堤
で
は
表

層
ま
で
礁
層
の
見
出
さ
れ
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
(
図
日

-
M
)
地
名
「
川
尻
」
の
神
社
と
墓
付
近
で
は
諜
径
七
セ

γ
チ
に
達
す
る
部
分

が
あ
る
。
昼
寝
・
川
尻
両
浜
堤
に
は
そ
の
よ
う
な
礁
が
含
ま
れ
て
い
る
の
に
反
し
、
両
浜
堤
を
横
切
る
部
分
に
お
け
る
三
種
川
の
自
然
堤

防
は
礁
を
含
ま
な
い
砂
質
土
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
三
種
川
の
自
然
堤
防
の
高
度
が
、
そ
れ
に
接
す
る
浜
堤
よ
り
低
い
こ
と
と
も
に
、
浜

堤
礁
の
供
給
者
が
、
現
在
の
三
種
川
で
な
い
こ
と
を
物
語
る
。
高
海
水
面
時
に
浜
堤
が
形
成
さ
れ
た
後
の
海
退
で
、
三
種
川
は
下
刻
に
転

じ
た
が
、
側
刻
は
殆
ど
進
ん
で
い
な
い
。

浜
堤
礁
の
運
搬
者
は
高
海
水
面
時
の
三
種
川
で
も
な
い
。
当
時
の
三
種
川
の
流
末
は
、
よ
り
上
流
部
で
あ
っ
て
、
浜
堤
位
置
に
は
達
し

て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
高
海
水
面
時
と
は
、

日
本
海
が
高
海
水
面
で
あ
っ
た
時
期
と
い
う
意
味
で
あ

っ
て
、

八
郎
潟
西
方
の
砂
州
や
砂
丘
が
皆
無
で
あ
り
、

八
郎
潟
の
部
分
が
全
く
の
外
洋
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

浜
堤
の
前
面
(
湖
岸
)
が
砂
質
士
、
背
後
の
土
地
が
低
湿
地
で
、
泥
土
質
ま
た
は
泥
炭
質
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
八
郎
潟
南
部
で
も
同
じ

で
あ
る
。
八
郎
潟
町
真
坂
・
夜
叉
袋
で
は
同
種
の
低
湿
地
は
水
を
湛
え
て
い
て
、
溜
池
に
活
用
さ
れ
て
き
た
(
図
口
)
。

五

結

言

1 

浅
い
沼
べ
り
の
浜
堤
例
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
浜
堤
の
形
成
に
適
す
る
地
形
、
す
な
わ
ち
扇
状
地
や
上
流
性
の
自
然
堤
防
が
迫
る

湖
岸
と
、
浮
泥
の
み
の
沼
ベ
り
と
の
中
間
の
性
質
を
持
っ
た
、
浅
い
沼
べ
り
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。



2 

外
洋
性
浜
堤
で
は
「
海
へ
運
ば
れ
た
砂
は
:
:
:
浜
堤
を
つ
く
り
:
:
:
風
で
:
:
:
砂
丘
を
形
成
自
と
す
る
の
に
対
し
、

浅
い
沼
ベ
り

の
浜
堤
は
砂
丘
化
が
進
ま
ず
、
低
い
比
高
に
と
ど
ま
る
地
形
で
あ
る
た
め
、
古
来
、
地
域
住
民
に
畑
地
と
水
固
ま
た
は
溜
池
適
地
を
セ
ツ

3 ト
で
提
供
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。

八
郎
潟
南
部
や
新
潟
平
野
の
、
外
洋
性
浜
堤
・
砂
丘
の
う
ち
に
は
、
形
成
が
古
く
、
基
部
が
沖
積
層
に
深
く
め
り
込
ん
で
い
る
事
例

(
亀
田
砂
丘
な
ど
)
が
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
浅
い
沼
べ
り
の
浜
堤
は
形
成
が
新
し
く
、
浅
い
地
下
水
が
得
易
い
。
天
王
浜
堤
で
は
下
層

(
泥
層
)
ま
で
掘
下
げ
な
い
よ
う
注
意
し
、
薄
い
砂
諜
層
か
ら
良
質
の
飲
料
水
を
巧
み
に
得
て
い
る
。
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